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　今年も昨年と同様に春になっても寒い日が長く続きました。冬のあとには必ず春がやってき

て桜が咲くように、４月になり我々も４６名の新任職員を迎えました。内訳は診療部の医師が

４名で、あと看護師１４名、療法士１８名、検査技師２名、事務職員３名、そして医療秘書が

５名です。オリエンテーションが終わると各職場に配属されますが、皆さん教育と指導をよろ

しくお願いします。

　さて当院では昨年に各職場からの意見も取り入れて、６項目よりなる新しい「病院５ヵ年計

画」を策定しました。まず１．電子カルテの導入：これは職種間の情報の共有と業務の効率化

には欠かせません。計画年度内の達成に向けて取り組みを進めます。２．高次脳機能障がい者

のリハビリテーション推進：時間のかかる困難な問題ですが、当院ならではの社会復帰を目指

した取り組みが必要です。３．患者・社会への情報サービスの充実：脳卒中、神経疾患、切断、

脊髄損傷、関節・脊椎障害などの疾患について患者・家族向けの資料、パンフレット、ホーム

ページでの情報発信を進めましょう。４．病院経営の安定化：高い病床利用率は患者に支持さ

れている指標であると同時に経営にも寄与します。また職員が働きやすい病院作りも大事です。

５．地域生活の推進：患者さんが地域での生活をしやすいように入院中からの支援をさらに進

めます。ケアマネジャーとのさらなる連携も必要です。６．リハサービスの充実：ロボットリ

ハ部門を中心とする新たなリハの応用による機能回復の充実と、リハ提供時間の増加によるサー

ビスの充実が必要です。職員の確保と教育を行って行きます。

　より充実した医療を行うためには職員一人ひとりの知識と技量を高めること、チームとして

まとまっていること、さらにマンパワーが必要です。その意味で看護師をはじめ優秀な職員の

確保は最重要課題と考えています。患者さんを中心にした医療・リハチームのメンバーとして

お互いに助け合いましょう。
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☆ 新　任　医　師　紹　介 ☆

○整形外科　医長　中野 直樹

　平成１８年に神戸大学卒業後、初期臨床研修、麻酔科研修を経て神戸大学

病院・神戸労災病院・三田市民病院にて整形外科専門研修を行い、４月より

当院に赴任いたしました。皆様のお力になれますよう尽力いたしますので、

宜しくお願い申し上げます。

○整形外科　医長　坂田 亮介

　はじめまして、４月より整形外科、小児整形外科を担当させていただいて

おります坂田と申します。転勤に伴い、行き届かないこともあるかと思いま

すが、精一杯がんばりますので、皆様よろしくお願いします。

○整形外科　医長　大島 隆司

　４月より整形外科に赴任いたしました大島と申します。関節痛などの運動

器領域でのお困りのことや不明な点があれば、ご相談ください。

○整形外科　医長　矢野 智則

　４月より赴任しました整形外科の矢野と申します。患者様のお役に立てる

よう精一杯頑張っていきたいと思いますので、宜しくお願いいたします。
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♪ロビーコンサートの予定♪

◆アンサンブル２７によるコンサート

日　時　平成２４年５月９日（水）　１３：３０～１４：３０

曲　目　花の街、おぼろ月夜、若葉、静かな湖畔、

　　　　Time to say goodbye　ほか

　※上記予定は変更になる場合があります

◇患者・家族向け教室のご案内◇


